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十勝沖地震に よる東北本線 の 被害に つ い て
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1．ま え が き

　昭和 43 年 5 月 16 日午前 9 時 49 分東北本線尻内駅

の 東方約 181km の 海底 20　km の 個所 （東経　143．7 度，

北緯 40・7 度） で 関東大震災 （M ＝ 7．9） に 匹敵す る マ グ

ニ チ ュ
ー

ド7．8 の 地震が発生 した と き 著 者等は ，地震発

生 前 の降雨 で，一部崩壊 し た東北本線苫米北 〜北高岩間

637 ．450km 付近下 り線路盤上 （盛土高 4m ）に 居合 わ

せ た 。 本線左右は一
面 田 ぼで あ る。突如 急激 な大 地 の 動

揺があ り， 線路直角 に 左右 に た た きつ け られ る よ うだ ん

だん 振幅は増 し （感覚的に 40cm 前後）軌框の き し む音，

電化ポール に は られ た 信号高圧線 の 空 を切 る よ うな音 ，

い ま に もホー
ル が倒れ ん ばか りに すべ て の 万象が ユ ス ラ

ユ ス ラ と動き ， 目の 前の 盛土が何の 音もせ ずす っ と影 を

引 くように崩れ る の を見 て ，数多 く走 っ て い る列車は大

丈夫 だ ろ うか ，三 沢付近 の軟弱地帯の 盛土 は こ の 分 で は

ほ とん ど崩壊 し た の で は ある ま い か と，一瞬ぼ う然 自失

とな っ た。東北本線は第 3 次長期計画 の 一環 と して ，盛

岡〜青森間 205km 　38 駅間 の 複線化 工 事 を 39 年度 か ら

14 億 ，
36 億，77 億，99 億 ，

35 億と投資し路盤 工 も

終わ り ，
43 年 7 月末 に 待望 の 東京〜青森問全線複線 の

見通 し もつ い た 矢先で あ っ た 。

2．被 害 状 況

十勝沖地震 に よ る東北本線の 被災は ，盛岡以南は ほ と

ん どな く， 盛岡〜青森問 に集中して い る。こ の 災害状況

は 表一2の とお りで あ る が，と くに 尻内〜野 辺 地問 に被
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災件数の 60％ が集 中 して い る 。 ま た ， そ の 規漠も こ の

区間 が 他 区 間 に 比 べ て 非常 に 大き く総被災額 の 約 80％

を占め る もの と思われ る、

　被災状況 は築堤 の 崩壊 ， 陥没，キ レ ツ 等で 写真一1〜

5 に 見 る よ うに 規模が大 き くジ ン 大な る被害 で あ ワ た の

に 比 べ ，橋 リ ョ ウ，ズイ 道 ， 土留め等はキ レ ツ の 発生 ま

た は傾斜程度で 重大 な被害 は な か っ た 。 ま た切取 り区間

に つ い て もキ レ ツ の 発生 と小 崩落があ っ た が被害は 軽微

で あ り， 切取 り，ズ イ道は地震に対 し強い 事 が わ か っ

た 。

表
一2　十勝沖地震に よ る災害概要
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写真
一2 乙 供 ・野 辺 地 間築堤 崩壊

　ま た ，写真
一6 に 見 る よ うな軌道 の 変状 もい た る と こ

ろ に 見 られた 。

　盛土区 間 は ジ ン 大な被害 を受け た が，

　1） 土留 め 壁 の 変状 は，キ レ ツ ま た は 傾斜 で 転倒 し た

　　もの は ない 。

　2） 橋 リ ョ ウ の 変状 も，古 い レ ン ガ積 み の ア バ ッ トの

写 真一3 下 田
・
向山間築堤陥 没

写真
一4　小 川原 ・上北町間橋台裏陥没

写 真一5 乙 供 ・野辺地 間築堤 キ 裂
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写真
・− 6　乙 供 ・野辺地 間軌 道変形

　　キ レ ツ ま た は傾斜程 度で ， 補修程度で すむもの で重

　　大な被害は なか っ た 。

3） ズ イ道 の 被害は，土 カ ブ リの 小 さい 区間 の キ レ ツ

　　発生 2 個所で あ っ た 。

4） 切取 り被害は，軽微で 小崩壊 1個所 と キ レ ツ の 発

　　生，数個所程度 で あ っ た J

5） ホー
ム の 変状 は 倒崩，笠石 の ハ ラ ミ出し，転落で

　　あ る 。

　尻 内〜野辺 地間 に つ い て

　尻内〜野辺 地 問は 図
一2の よ うに 火山灰 と砂 の 互層 か

らな る丘 陵地 と ， ピー
トお よ び火 山灰 の タイ積物 か らな

る オ ボ レ 谷 と か ら形成 され て お り，こ の 軟弱地盤帯と被

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，j

　 　 軋

図
一2

No ▼ e皿 ber，1968 21

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

No ．545

表一一3 歡 弱 地 盤 帯 の 実 状 と 被 災 状 況 一 一 底撃 i翻 蟇瓢

駅 間
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災状況 は 表一3 の とお りで あ り， 29．39km

の うち ， 崩壊 ， 陥没 ， ク ラ ッ クの 被災延 長は ，

12．49km で 42％ にわ た っ て い る 。 ま た軟弱

層 の 厚さ別 に 見 る と崩壊 と陥没 区間 の 合計の

占め る割合は A 区間（軟弱層厚 5m 以 下） で

は 29％，B 区 間 （軟弱 層厚 5m 〜10 皿 ） で

は 34％， C 区間 （軟弱層厚 10m 以上） で

は 37％ と深 くな る に つ れ被害率 も大 きくな

っ て お り， 軟弱地盤帯 で あ る 尻内〜野辺 地間

に被害が集中 した 理 由と考えられ る。

　各駅間毎 の 軟弱層厚と被災状況は 図
一3〜

10 の とお りで ある 。

　つ ぎに 被災個所 の 特色をあげる と

　 1） 橋 リ ョ ウ，トン ネ ル な どの 主要構造物

　　に大き な被害がなか っ た が，三 沢 〜小川

　　原問 の 姉沼高架橋 （♂＝783．2m ） の 中央

　　付近 で　12Cln 程度ブ ロ ッ ク問 の 食違い

　　 を生 じた の に 反 し ， 小川原〜上北町問 の

　　 小山原高架橋 （1＝660 ・3m ）は変状が み

　　 られ な か っ た （図 一11， 12）。

　 2） 切取 りは ノ リ コ ウ配 は 8分〜1．3 割 で

　　施 工 後半年〜 1年経過 し て い る が ， 張芝

　　 もま だ十分 で な い 所 もあ っ た が被害は ほ

　　 とん ど なか っ た 。

　3）　も っ と も盛土崩壊 の 多い 三 戸 〜新千曳

　　問は盛土材料が粘着力の低い 細粒子 の 砂

　　質系土 の もの で あ っ た。

　 ク7 ッ

＿ 崩　 壊
靂 ：コ 陥　 没

が

4） 盛土崩壊 ，陥没個所は 大きな 河川沿い 即
　の 河谷平野 の 中心付近 で は少 な く ， 台地

2

　を刻む支谷中の軟弱地盤上 お よ び チ ＝ ウ

　積層と洪積層の 境界付近 に多か っ た。

5） 旧盛 土 （明治 29 年 頃施工 ） よ りも新

　盛土 （42 年 4 月〜42 年 12 月施工 ） の

　方 が被害が 多か っ た。
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6） 同
一

地盤上 の 盛土 で 同
一

区間の 切取 り± （砂質 ロ

　
ー

ム ） を盛土資料に使 っ た盛土 （盛土高＝5m ） は 崩

　 壊 し砕 石 クズ の 盛土 （盛圭高 ＝ 7m ） は崩壊 し な か っ

　 た 。

7） 橋 リ ョ ウ の ア バ ッ ト裏の 盛土 は 概 して 30cm 〜

　 1．Om 程度路盤 が 沈下 し た 。

8） 構造物 と盛土 の 境界部分 ， 切盛 り境界部分，曲線

　 部分 ，
コ ウ配変更点 （お ち こ み 部分 ）付近 の 盛土 お

　 よび軌框 の 変状 が 多 か っ た。

9） 地震時 に 列車が走行 した と思 わ れ る軟弱地盤区間

　 の 軌框 が 蛇 行状に波打 っ た 個所 が あ っ た 。

10 ） 切盛 り境界個所で 境に 沿 っ て 幅 10cm 位の 横断

　 ク ラ ッ ク が発生 し，レ ー
ル の つ なぎボ ル トが切れ て

　 継 日板 が 飛ん だ 個所 が あ っ た 。

3．環 境 条 件

　盛 岡〜青森間 の 地形，地質お よ び気象等 の 環境条件 に

つ い て み る とお お よ そ 次 の とお りで あ る。

　 3。1 地形 ， 地質

　本区間は そ の ほ と ん どが火山性タイ積土 か ら な る が ，

地形，地質上次の 四 区間に 大別す る こ とがで き る 。

　 （1） 盛 岡 〜好摩 間

　本区間は岩手火山 の すそ野 の東端を形成し て い る た

め ， 岩手火山 を起源 とす る ロ
ーム 層が全地域に わ た り広

く分布す る 。 お お む ね平タ ン な台地状 の 地形を呈す る 。

こ の ロ ー
ム 層は砂質 ， 粘土質 ロ

ー
ム 層等で こ の 外部分的
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631．660km：諏訪の平
一
剣吉間1

一
鳶　 急

澗 ．．佐端
・、．’』 一．」　 暫．　，　　　天

1F

一、｛」二ご．　　．　一．馳
嫡

匚一遇 上層
一」昌　■〔と』．．

　 　 　 　 1
．一

尸q
厂　　　c1

　rF　　　
早

ト

」
，

し
o1

ぐ　，
o匚．

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　艇義禦、 、。 s： 、．藩￥￥1。。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一．一 　　ア　　’レ　ト　CC，〕

岩 ， 凝灰 角 レ キ岩が あ り， こ れ を覆 っ て 馬渕川沿 い に発

達す る第4 紀 の 段丘 タ イ積層，西岳，十和田火山 に起因

す る火山灰層 ， 粘性土 ， 玉 石混 じ り砂 レ キ か らな る現河

床 タイ積層お よ びガイ ス イ タ イ積層か らな っ て い る 。

　 （3） 尻 内〜野辺 地 間

　盛岡〜青森問で 地形，地質条件が も っ とも悪い 区間で

あ る。地形的 に 見 る とこ の 区間 は第4 紀洪積世 に 属す る

末 固結 の レ キ，砂，シ ル ト，粘土 お よ び火山 灰 か らな る

十和田火山噴出物 の 丘 陵性 台地 と海岸が沈降して 沼沢地

を生 じ，そ こ に，よ し，あ し，か ま な どの 水茸が枯れ て で

きた ピー
ト層 か らな る平野部 とに 分け る こ とが で き る。

　丘陵地 も深 く浸食 され て 1種 の オ ボ レ 谷 を形成 して お

り， こ こ に も表面が ピー
ト層 で 覆わ れ て お り，そ の 下位

に も軟弱 なロ
ー

ム 質±二が タ イ積 し て い る 。

　 ピート層 は 自然含水比 が 200〜600％， 単位体積重 量

rt ＝1．02〜1．G3　g！cm3 ， 間ゲキ比 e；7〜10 で ある 。

654．SOOkm〔陸奥市川
一
下田1

δ69．5田kml三 沢
一・J］・）1［原：1

November，196B

　

土

ム

ム

土

蝕 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

ユ 1ぼ ご

と＝ ；四 卿
9圃 ⊃
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679．910km〔上北
t一
乙供間：1

土
ム

ム

ρ

IO

　 　 　 一 　シ 　々《 ％1

　また地下水位が高 く，被圧 水を有し て い る きわ め て軟

弱 な 地層 で あ る 。

　（4 ）　野辺地 〜青森間

　本 区 間 は，津軽海峡 に 面 し津軽半島，下 北半島に 形造

られ る陸奥湾沿岸に位し ， 夏泊半島の 第 3 紀石英安山岩

凝灰岩を中央に配す る 区間 で あ る。

　3．2 気　　 　象

　本区間は年間降水量 1
，
000皿 m 程度の 比較的降雨量 の

少な い 地方で ， 30 年確率降雨量 125　rnm ，地震の 起 こ

る直前3 目問 （5 月 13 日〜15 日） の 雨量 は ユ65mm を

記録 して お り，
こ の うち 最大 H雨量 は 112mm で 25年

確率程度の 日雨量 で あ っ た。

　 ま た 地震 につ い て み る に被害 は振動周期変位振幅 な ど

に も関係す る が ， 運輸省 入戸港工 事事務所 の 強震計は，

東西 188gal ，南北 235 　gal， 上下 80　gal を記録 した と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　235
い わ れ ，設計震度 ＝

互
で換算する と ， K ＝

彌 σ
＝C ・24

と な り，当該地 区 の 設計震度 K ＝ 0．2 を上 回 わ る規模 の

もの で あ る 。 要す る に 今回 の 震害 は 25 年 ぶ りの 大雨 と

ユ6 年ぶ りの 大地震 とが 連続 し て 重 なる確率的 に は 400

年に 1 回 とい う非常 に ケ （稀 ）有 な もの で あ っ た （表
一4，

図
一13，表一5，図

一14）。

4，体　験　談

　十勝沖地震発生当時 の 各地各揚所 の 体験談に よ り地震

の 模様 を み る と ，

　1） 盛岡 の 木造 モ ル タ ル 2 階建 （砂 レ キ 層 に布基礎 ）

　　ロ ッ カ ー上 の 書類が落ち ， 屋外 で は足 の 下が波打 っ

　　て い る感 じで 電柱は大 きく南北方向 に揺れ ， 電線が

　　引張 られ て切 れ そ うだ っ た 。

　2） 下 田
・向山間 （軟弱層厚 4n1 ）築堤上

　　目前の 土蔵造 りの 倉庫が崩壊 し，樹木 の 揺れ は線路

　　に直角な感 じ だ っ た が ， 奥入瀬川 の 水面 は線路方向

　　で堤防か らあふ れ る ば か りに左右 に 揺れ動い た 。 ま

　　た 通 行 人 は 四 つ ば い の 状態 で あ っ た 。

　3）　小川原 ・上北町 （軟弱層厚 15m の 極軟地帯）築

　　堤上

　　下 り本線押 え盛土整 地作業 中の ブル ドーザ
ー

は初期

25

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnical 　Society

No ．545

（

掴
霧
置
迷

麗
臥
く）

戴

匣

遡

鍾

津

童

誉

腿

聟

弐

整

十

　

＝
1

図

「
『“冖
q

　「
頴．「

」

欝

為、．［
．、
歩口．国
　
ご円ゴ．．
「っへ
尺一−「」「
鷺．

　
ヒ　　　　　　　厂

．
些

臼創一．．ρ…
釁「．

曇四」
執

勗．N．．．向
　
二「
羽「

δ【則〕可
［姫
鴇
K

歹．
掣可
〔
呂

鬱
［匡
m

三

〔
累冖
萬

景
C［
〔
震

畳
　
罍［
蚕

〔
屋冖
二

語
ま

奮
詈

〔
鬻
この

韓【
茜

【冖
こ

5

一、
M、rーゴP

「引唱．
　、．
曇旧
5［

塾
5［
へ
亜
冨

冖＋
鐸
コ
聳

蕪
q

＝

一
「「
G

 
【
＝一
凡
　M

鼡」

ヨ訊
一」
　
　」．、

　
　．．r　　　「’
訳【．、．［…
　甲．、
二

‘

　
　
　
　．

臼囚［
堕
げ．［
掴．
　

潤

q「
唯

　
　
　
　
　
　一

9゚門
臼

叩
．

阿円【．廻

「

プ
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振動 で め り こ ん で ゆくよ うに 感 じ られ，徐徐に大き

く揺れ出 し て か らは 自立 して い る の が困難に な り，

棒 をつ えに ひ ざをつ か ざる をえない 状態 だ っ た 。 ま

た 用地境 の 素堀 の 測 コ ウ （付近は野地）が ユ ス ラユ

ス ラ と浮 島 の よ うに 最初 は線路直角 に だ ん だ ん 線路

平行方向に動V・た。（後日測定の 結果 80cm 線路直

角方向で 外方 に水平移動，35cm も り上が る） そ の

間軌框は 最初左 右に そ の うち 上 下動も加 わ り，そ の

ヒ ズ ミが 673．420km 付近 に集約され 地震 の お さま

っ た時は軌框が大きく波打 っ た。

　 ま た ，
673 ．400m 付近 で ボ ー

リン グ し て い た が ボ

ーリ ン グ孔 に 下記 の ような変状が生 じ た 。

3［m

4） 列車中 （軟弱層厚 4 皿 ）築堤上

　陸奥市川 ・下田間下 り線轟 ズ イ道 を出て築堤区間 に

　入 っ た とた ん ，

一
瞬列車脱線か と思 うガ タ ン とい う

　異音を感 じ列車が 横振れ し た 。 列車は 30km ／h で

　走行 中だ っ た が次第 に 左右 に ます ます強 く揺れ ， 腰

　掛け か 窓 ワ ク にすが み つ か なければ な らな い 状態だ

　 っ た。車外で は電化柱が列車に倒れ て くる よ うに揺

　れ，田植え中の 人 が 田 の 中をは い な が ら あぜ ま で き

　て，腹ばい に な る の が 見 え た。列車停止 後た だ ち に

　軌道状態 ， 路盤状態を調べ た が 異状 は なか っ た 。

5．復 旧 対 策

　地震後 まず列車 を通す た めに全力を投 じ ， 地震発生後

11 日 目の 5 月 27 日に ， 旧 に 復す る こ とがで きた が
一

時

危グされた当初予定の 盛岡〜青森間 205km の全線復線

7 月 25 日，全線電化 10 月 1 目に つ い て 検討 し た結果 ，

全 線復線 8 月 5 日 ， 全線電化 ユ0 月 1 日 と決定 が 下 され

現在昼夜を分 た ず次 の 施 工 方針 で鋭意工 事中で あ る 。

　1） 復 旧 盛土 の 資料は確 石 ク ズ，リ ョ ウ角 に 富 ん だ砂

　　 レ キ 土な ど の 良質な もの を用 い る こ と。

　2） 31n 以上 の 築堤崩壊個所に お い て は ， ノ リコ ウ配

　　をゆ るや か に し ，
1 割 8分〜2 割とす る 。

　3） ノ リ面 は ，コ ウ配 1割 8 分以上 の もの は 必ず機械

　　転圧 をす る こ と。

　4）　 ノ リ面 は ，粘性土 に よ る土羽打ち ま た は，粘着成

　　分 を含ん だ吹付工 を施 工 す る こ と。 た だ し ， ノ リ尻

　　付近 は除く 。

　5） 盛土 の 破壊が軟弱地盤 まで 及 ん で い る と思わ れ る

　　個所 は ， 押 え盛土 を主体と し，で きる限リシ
ートパ

　　 イ ル ，レ ー
ル クイ 等 の 側方支持体 も併用 し て 施工 す
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　 る こ と。

6） 軟弱地盤上 の 盛土 の 土留 め に つ い て は ，（i）　倒

　壊 した 土留め壁 に つ い て は ， こ れ を廃止 して 盛 リ コ

　 ボ シ に す る こ と 。 （ii） 倒壊 し ない 土留 め 壁 に っ い

　 て は ，前面 に 抑 え 盛土 ま た は，ク イ 打 ち補強 バ ッ ト

　 レ ス を施 工 す る こ と 。

7）　 ノ リ コ ウ配 を ゆ る くし た ノ リ面 に お い て は，ノ リ

　尻付近 に 排水 ブ ラ ン ケ ッ トを施 工 す る こ と。た だ し

　崩壊個所 におい て は ， 崩土 を整理 し，そ の 上 に設け

　 て 差 し つ か えな い 。

8） 排水 ブ ラ ン ケ ッ トを施 工 し ない 築堤 で 高 さ が ， お

　お む ね 5m 以上 の も の に っ い て は ，ノ リ尻付近 に フ

　 トン蛇 か ご を施 工 す る こ と 。

9） 盛 土内の 排水 の た め ，別図の 要領で水抜きパ イ プ

　（φ40m 皿 × 3．6m ） を施工 し ， とくに 切盛 りの 境界

付近 で 地山か らの 併給 が考 えられる所は ， 水平ボ
ー

　 リ ン グ （φ75mm ） の 水抜 き施 工 をす る こ と 。
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3

以

盛 土 の 状 態 水 抜 パ イ プ の 配 置

ク ラ ッ ク a 認め ら

れ る 4．の

3m 〜
　 6 皿

61n程

度以 上

沈下 し変状の い ち

じる しい もの

クラ ッ クの 認 め ら

れ ろ も の
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　　 た だ し ， 排水 ブ ラン ケ ッ トと の競合個所は ， 適宜

　 処理す る 。

10）　崩壊個所前後 の 変形 の 大 きい 築堤 は ，ク イ打ち に

　 よ り補強す る こ と。 なお こ れ らの外に予防対策と し

　 て 次 の 2 つ の 事項 に つ い て現在検討を加 えて い る。

　 （i ） 各変電所 に制御用感電器 ，振動試験器を設置

　　 し ， 規制震度に達 した場合，自動的に信号高圧 を

　　 シ ャ 断 し，金 田
一〜青森間 の 各駅各中間信号機 を

　　 無灯 と し，列車 を一時停止 させ 列車 の 運転規制 を

　　 する。

　 （ii） 過去 の データ ， 地形 ， 地質上危険性あ る 斜面

　　 ノ リ面 に地 ス ベ リ記録器 （警報器付）を設置し，

　　 ヒ ズ ミ量 を記録す る と とも に，限度に達した時に

　　 線路分区，保線区 ま た は，隣接駅 に警報を出す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原稿受 付，1968．8．10）
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